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平成 17 年度事業計画

本学会の目的達成のため，定款に定められた次の各事項の事業を行う。

1. 研究発表会および学術講演会の開催（定款第 5 条一号）

1) 研究発表会

) 大会平成 17 年 3 月 31 日(木)～4 月 4 日(月），於東京海洋大学品川キャンパス（東京都港区）

大会委員長 松里寿彦

研究発表 口頭 901 題，ポスター 120 題 計 1,021 題

シンポジウム 6 件 演題 71 題，ミニシンポジウム 1 件 演題 5 題

平成 16 年度日本水産学会賞受賞者講演 11 題

2) シンポジウム

大会開催時（平成 17 年 3 月 31 日4 月 4 日，於東京海洋大学品川キャンパス）

) 「近縁魚介藻類の種判別および漁獲地域判別技術」演題 13 題

企画責任者中添純一飯田 遥渡部終五谷口順彦福田 裕中村弘二齋藤憲治

) 「魚肉のゲル形成に伴う水の存在状態と物性の変化」演題 14 題

企画責任者伊藤慶明石崎松一郎小川廣男赤羽義章御木英昌関 伸夫渡部終五

) 「レジームシフトと水産資源管理」演題 10 題

企画責任者青木一郎二平 章谷津明彦山川 卓

) 「ブリ―その資源生産消費―」演題 11 題

企画責任者松山倫也檜山義明虫明敬一濱田英嗣

) 「クラゲ類の大量発生とそれらを巡る生態学生化学利用学」演題 13 題

企画責任者上 真一上野俊士郎広海十朗塩見一雄

) 「養殖海域の環境収容力評価の現状と方向」演題 10 題（主催水産環境保全委員会）

企画責任者古谷 研岸 道郎黒倉 寿柳 哲雄

3) ミニシンポジウム

大会開催時（平成 17 年 4 月 4 日，於東京海洋大学品川キャンパス）

) 「ヒラメカレイの裏表―異体類の左右性発現の機序とその異常について―」演題 5 題

企画責任者青海忠久田川正朋有瀧真人

4) 各支部の活動

) 北海道支部

◯東北北海道合同支部大会，於東北大学農学部（宮城県仙台市）

) 東北支部

◯東北北海道合同支部大会，於東北大学農学部

◯支部例会

◯支部会報の発行

) 関東支部

◯平成 17 年度日本水産学会大会，平成 17 年 3 月 31 日～4 月 4 日，於東京海洋大学品川キャンパス

担当 独水産総合研究センター中央水産研究所，日本大学海洋生物資源科学科

◯支部例会または支部大会

) 中部支部

◯第 1 回支部大会 担当福井県

平成 17 年 7 月，於福井県内

◯第 2 回支部大会 担当独水産総合研究センター遠洋水産研究所

平成 17 年 12 月，於独水産総合研究センター遠洋水産研究所（静岡県静岡市）

) 近畿支部

◯前期例会（平成 17 年 7 月 2 日），於大阪市立大学文化交流センター（大阪府大阪市）

シンポジウム「トランスジェニック生物の利用について」（仮題）演題 8 題（予定）

◯後期例会（平成 17 年 12 月 3 日），於神戸女学院大学ジュリアダッドレー記念館（兵庫県西宮市）
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研究発表

) 中国四国支部

◯ 5 月例会

◯ 8 月例会

◯支部大会 シンポジウム，研究発表開催

◯支部会報の発行 4 回（4 月，7 月，10 月，1 月）

) 九州支部

◯支部例会 シンポジウム

◯支部大会 研究発表

5) 委員会の活動

) 漁業懇話会委員会

◯第 49 回講演会「水産における情報の収集とその活用」演題 7 題，平成 17 年 3 月 31 日

於東京海洋大学品川キャンパス

) 水産利用懇話会委員会

◯第 1 回講演会

◯第 2 回講演会

) 水産増殖懇話会委員会

◯第 1 回講演会 於長崎大学（長崎県長崎市）

◯第 2 回講演会

) 水産環境保全委員会

◯シンポジウム「養殖海域の環境収容力評価の現状と方向」演題 9 題

平成 17 年 3 月 31 日，於東京海洋大学品川キャンパス

◯研究会 1 回

◯ジョイントシンポジウム 1 回

) その他

2. 学会誌および学術図書の刊行（定款第 5 条二号）

1) 学会誌

) 日本水産学会誌第 71 巻 2 号～第 72 巻 1 号まで計 6 冊［報文 75 編，総説，企画記事，会告，会報等

総ページ約 1,150 ページ（各号 4,500 部発行）］

) Fisheries Science 第 71 巻 2 号～第 72 巻 1 号まで計 6 冊［報文 180 編，総説等総ページ

約 1,440 ページ（各号 5,000 部発行）］

2) 水産学シリーズ

第 146 号から第 150 号まで 5 冊，各号 1,500 部発行予定

3) ベルソーブックス

第 22 号から第 26 号まで 5 冊，各号 2,000 部発行予定

3. 関連学会等との連絡および協力（定款第 5 条三号）

1) 共催

) 第 42 回理工学における同位元素放射線研究発表会

主催 日本アイソトープ協会，共催 応用物理学会，他 51 学協会

平成 17 年 7 月 6 日～8 日，於日本青年館（東京都新宿区）

) その他

2) 協賛

) 第 8 回マリンバイオテクノロジー学会大会

主催 マリンバイオテクノロジー学会，協賛 日本農芸化学会，他 13 学協会

平成 17 年 5 月 28 日29 日，於熊本県立大学新講義棟（熊本県熊本市）

) 2nd JOCS-ILSI Japan Joint Symposium 2005「油脂で創る健康」

主催 日本油化学会，日本国際生命科学協会，協賛 日本化学会，他 10 学会

平成 17 年 7 月 1 日2 日，於昭和大学上條講堂（東京都品川区）
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) その他

3) 後援

4) 日本学術会議への協力

5) 日本農学会への協力

6) 財農学会への協力

7) 学術の共同研究，情報の交換

8) 海外との学術交流

) アメリカ水産学会との交流

) 世界水産学協議会，世界水産学会議との協力

) 文献交換の斡旋

) 外国人研究者との交流

) その他

4. 研究業績の表彰（定款第 5 条四号）

1) 日本水産学会における賞の授与

) 日本水産学会賞 2 件以内

) 日本水産学会功績賞 2 件以内

) 水産学進歩賞 4 件以内

) 水産学奨励賞 4 件以内

) 水産学技術賞 3 件以内

2) 日本水産学会論文賞の授与 10 件以内

3) 他の学術関係の賞等に対する候補者の推薦

5. その他目的を達成するために必要な事業（定款第 5 条五号）

会議の開催

1) 通常総会 1 回，平成 17 年 4 月 2 日，於東京海洋大学品川キャンパス

2) 評議員会 1 回，平成 18 年 3 月，於高知大学朝倉キャンパス（高知県高知市）

3) 理事会

4) 編集委員会

5) 企画広報委員会

6) 学会賞選考委員会

7) シンポジウム企画委員会

8) シンポジウム企画小委員会

9) 出版委員会

10) 水産環境保全委員会

11) 漁業懇話会委員会

12) 水産利用懇話会委員会

13) 水産増殖懇話会委員会

14) 選挙管理委員会

15) 水産学教育推進委員会

16) 国際交流委員会

17) 第 5 回世界水産学会議実行委員会他

18) 各支部における総会支部評議員会等

その他
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平成 17 年度収支予算

自 平成 17 年 3 月 1 日

至 平成 18 年 2 月 28 日

1） 収 入 の 部 （単位円）

勘 定 科 目
17 年度予算額 16 年度予算額 差 異 備 考

大 科 目 中 科 目

基本財産運用収入 ( 2,000) ( 2,000) ( 0)

基 本 財 産 利 息 収 入 2,000 2,000 0

事 業 収 入 ( 9,800,000) ( 8,720,000) ( 1,080,000)

会 誌 売 上 収 入 6,200,000 5,000,000 1,200,000

文 献 検 索 ネ ッ ト 収 入 1,700,000 1,200,000 500,000

会 員 名 簿 売 上 収 入 0 20,000 △20,000

広 告 収 入 1,300,000 1,500,000 △200,000

印 税 収 入 600,000 1,000,000 △400,000

会 費 収 入 ( 48,590,000) ( 49,600,000) ( △1,010,000)

正 会 員 会 費 収 入 32,360,000 33,000,000 △640,000

団 体 会 員 会 費 収 入 6,090,000 6,000,000 90,000

賛 助 会 員 会 費 収 入 5,640,000 5,700,000 △60,000

外 国 会 員 会 費 収 入 1,800,000 2,100,000 △300,000

学 生 会 員 会 費 収 入 2,700,000 2,800,000 △100,000

補 助 金 収 入 ( 14,200,000) ( 15,600,000) ( △1,400,000)

国 庫 補 助 金 収 入 14,200,000 15,600,000 △1,400,000

負 担 金 収 入 ( 13,220,000) ( 14,550,000) ( △1,330,000)

著 者 負 担 印 刷 代 収 入 11,470,000 12,000,000 △530,000

著 者 負 担 別 刷 代 収 入 1,600,000 2,400,000 △800,000

会 員 負 担 郵 送 料 収 入 150,000 150,000 0

寄 付 金 収 入 ( 0) ( 0) ( 0)

寄 付 金 収 入 0 0 0

雑 収 入 ( 306,000) ( 315,000) ( △9,000)

受 取 利 息 6,000 15,000 △9,000

雑 収 入 200,000 100,000 100,000

除 名 者 未 納 会 費 100,000 200,000 △100,000

特 別 会 計 よ り 戻 入 0 0 0

基 本 財 産 収 入 ( 0) ( 0) ( 0)

基 本 財 産 収 入 0 0 0

特定預金取崩収入 ( 0) ( 0) ( 0)

退職給与引当金取崩収入

0 0 0

特別積立金取崩収入 ( 27,000,000) ( 0) ( 27,000,000)

特 別 積 立 金 取 崩 収 入 27,000,000 0 27,000,000

当 期 収 入 合 計 113,118,000 88,787,000 24,331,000

前期繰越収支差額 18,900,000 20,000,000 △1,100,000

収 入 合 計 132,018,000 108,787,000 23,231,000
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2） 支 出 の 部―1 （単位円）

勘 定 科 目
17 年度予算額 16 年度予算額 差 異 備 考

大 科 目 中 科 目 小 科 目

管 理 費 ( 29,458,000) ( 30,977,000) ( △1,519,000)

給 料 手 当 18,500,000 19,960,000 △1,460,000

臨 時 雇 賃 金 980,000 1,000,000 △20,000

退 職 金 0 0 0

福 利 厚 生 費 2,572,000 2,642,000 △70,000

健 康 保 険 料 800,000 880,000 △80,000

厚生年金保険料 1,240,000 1,280,000 △40,000

雇用労災保険料 420,000 370,000 50,000

健康診断レク
リエーション費 112,000 112,000 0

会 議 費 380,000 380,000 0

旅費交通費 2,076,000 2,345,000 △269,000

旅 費 1,850,000 2,130,000 △280,000

交 通 費 226,000 215,000 11,000

通 信 運 搬 費 1,300,000 1,300,000 0

電 話 料 300,000 300,000 0

通 信 費 1,000,000 1,000,000 0

什 器 備 品 費 400,000 300,000 100,000

消 耗 品 費 200,000 200,000 0

印 刷 製 本 費 1,000,000 1,000,000 0

光 熱 水 料 費 150,000 150,000 0

賃 借 料 400,000 400,000 0

雑 費 500,000 300,000 200,000

租 税 公 課 1,000,000 1,000,000 0
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3） 支 出 の 部―2 （単位円）

勘 定 科 目
17 年度予算額 16 年度予算額 差 異 備 考

大 科 目 中 科 目 小 科 目

事 業 費 ( 99,810,000) ( 71,510,000) ( 28,300,000)

会 議 費 800,000 800,000 0

旅費交通費 6,070,000 6,640,000 △570,000

旅 費 5,600,000 6,170,000 △570,000

交 通 費 470,000 470,000 0

印 刷 製 本 費 47,900,000 46,100,000 1,800,000

学会誌印刷製本費 46,000,000 44,000,000 2,000,000

別 刷 印 刷 費 1,800,000 2,000,000 △200,000

会員名簿印刷製本費 0 0 0

編集関係印刷費 100,000 100,000 0

通 信 運 搬 費 7,700,000 7,800,000 △100,000

学会誌発送費 6,200,000 6,200,000 0

会員名簿発送費 0 0 0

会員名簿カード郵送費 0 0 0

通 信 費 1,500,000 1,600,000 △100,000

広 報 費 680,000 680,000 0

諸 謝 金 450,000 400,000 50,000

負 担 金 420,000 450,000 △30,000

助 成 金 支 出 33,390,000 6,270,000 27,120,000

支 部 補 助 金 3,000,000 3,000,000 0

春 季 大 会 費 0 0 0

秋 季 大 会 費 0 0 0

大 会 費 1,400,000 1,400,000 0

シンポジウム費 390,000 270,000 120,000

懇 話 会 費 1,200,000 1,200,000 0

水環保委員会費 400,000 400,000 0

そ の 他 27,000,000 0 27,000,000 第 5 回世界水産学会議

学 会 賞 賞 金 1,600,000 1,480,000 120,000

事務機械化経費 800,000 890,000 △90,000

機 器 賃 借 料 0 890,000 △890,000

ソフト管理費 800,000 0 800,000

ソフト開発費 0 0 0

特 別 積 立 金 ( 0) ( 3,000,000) ( △3,000,000)

特別積立金繰入 0 3,000,000 △3,000,000

予 備 費 ( 2,750,000) ( 3,300,000) ( △550,000)

当期支出合計 132,018,000 108,787,000 23,231,000

次期繰越収支差額 0 0 0

支 出 合 計 132,018,000 108,787,000 23,231,000
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特別会計（平成 17 年度)

日本水産学会大会収支予算

1. 収 入 の 部 （開催日 平成 17 年 3 月 31 日～ 4 月 4 日） （単位円）

勘 定 科 目
予 算 額 備 考

大 科 目 中 科 目

大 会 交 付 金 交 付 金 ( 1,400,000)
大 会 参 加 費 ( 10,265,000)

事前受付（H17/2/3 現

在 ) 正 会 員 参 加 費 4,382,000 7,000/626 名

学 生 参 加 費 2,040,000 5,000/408 名

非 会 員 参 加 費 243,000 9,000/27 名

当 日 参 加 正 会 員 参 加 費 2,700,000 9,000/300 名

学 生 参 加 費 350,000 7,000/50 名

非 会 員 参 加 費 550,000 11,000/50 名

会 員 交 歓 会 ( 1,630,000) 5,000/326 名（H17/2/3 現在)

事 業 収 入 ( 1,605,000)
講 演 要 旨 集 売 上 金 105,000 3,500/30 冊

展 示  広 告 料 1,500,000 展示 21 小間，広告 9 小間
（H17/2/3 現在)

寄 付 金 収 入 ( 0)
協 賛 金 0

雑 収 入 ( 0)
受 取 利 息 0
雑 収 入 0

収 入 合 計 14,900,000

2. 支 出 の 部 （単位円）

勘 定 科 目
予 算 額 備 考

大科目 中 科 目 小 科 目

管 理 費 ( 9,150,000)
人 件 費

臨 時 雇 賃 金 1,000,000
会 議 費 1,400,000
旅 費 300,000
通 信  運 搬 費

通 信 費 100,000
運 搬 費 100,000

什 器 備 品 費 3,750,000
消 耗 品 費 700,000
賃 借 料 800,000
雑 費 1,000,000

事 業 費 ( 5,750,000)
委 託 運 営 費 5,500,000
会 議 費 250,000

剰 余 金 ( 0)

支 出 合 計 14,900,000
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特別会計（平成 17～20 年度）

第 5 回世界水産学会議収支予算

1） 収 入 の 部 （開催日平成 20 年 10 月 20 日～ 24 日） （単位円）

勘 定 科 目
予 算 額 備 考

大 科 目 中 科 目

交 付 金 ( 27,000,000)
大 会 参 加 費 ( 76,000,000)

一 般 参 加 費 75,500,000
学 生 会 員 参 加 費 500,000

事 業 収 入 ( 3,000,000)
展 示 料， 広 告 収 入 3,000,000

寄 付 金 収 入 ( 30,000,000)
国 庫 補 助 金 20,000,000
寄 付 金 10,000,000

収 入 合 計 136,000,000

2） 支 出 の 部 （単位円）

勘 定 科 目
予 算 額 備 考

大 科 目 中 科 目

人 件 費 臨 時 雇 賃 金 ( 5,800,000)
旅 費  交 通 費 ( 10,000,000)
会 議 費 ( 2,000,000)
印 刷 製 本 費 ( 30,100,000)

講 演 要 旨 集 6,000,000
プ ロ シ ー デ ィ ン グ 22,500,000
大 会 案 内 印 刷 費 1,600,000

接 遇 関 係 ( 24,600,000)
業 務 委 託 費 7,500,000
レ セ プ シ ョ ン 費 10,000,000
記 念 品 代 7,100,000

会 場 運 営 費 ( 58,500,000)
会 場 貸 借 料 29,000,000
会 場 備 品 レ ン タ ル 料 6,000,000

祝 賀 会 運 営 費 23,500,000
通 信 運 営 費 ( 1,700,000)

電 話 料 400,000
郵 送 費 1,300,000

ポ ス タ ー 賞 費 商 品 代 ( 300,000)
消 耗 品 費 文 房 具 等 ( 1,000,000)
雑 費 ( 1,000,000)
予 備 費 ( 1,000,000)

支 出 合 計 136,000,000
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平成 18 年度事業計画（案）ならびに収支予算（案）の取り扱い

定款第 40 条 2 項により取り扱う。

第 40 条 この法人の事業計画およびこれに伴う収支予算は会長が編成し，理事会，評議員会および総会の議決を経て

毎年会計年度前に，文部科学省に届け出なければならない。事業計画および収支予算を変更する場合も同様とする。

2 前項の規定にかかわらず，やむを得ない事情により，同項に規定する評議員会および総会を開催することができ

ないときは，翌会計年度開始後最初に開催される評議員会および総会において，これに係る承認を得なければならな

い。

平成 16 年度除名者

正 会 員 (26 名)

北 海 道 (3 名) 阿部康二，角田富男，佐々木孝夫

東 北 (1 名) 杉山征四郎

関 東 (8 名) 歌川憲一，酒井拓宏，佐藤憲一郎，志村直孝，堂ケ崎知格，Narasimmalu Rajendran，

和田祥子，渡部良朋

中 部 (1 名) 梅沢 敏

近 畿 (4 名) 伊藤 文，小川尚樹，山東英幸，福島 実

中国四国 (4 名) 七條喜一郎，高松伸枝，栩野元秀，松原照太

九 州 (5 名) 大久保雅啓，木村真敏，臺田 望，中川靖仁，永谷隆幸

外国会員 (8 名) Alvarez-Torres Porˆrio，金 明玉，呉 春基，黄 雲起，Bureau Dominique，朴 美蓮，

李 仁善，Robert Mikol

平成 16 年度退会者

正 会 員 (168 名) 北海道 大堀忠志，小城晴雄，北原 直，小林美樹，信濃晴雄，西田清義，林 賢治

東北 伊藤利光，遠藤修弘，大場 隆，小畑一臣，小原 貢，武田恵二，富川なす美，藤尾芳久，茂木省三，

森本 充，山根英人 関東 相沢 茂，赤沢治夫，浅野太平，浅野雅也，東 ひろみ，岩下美保，浦野寿也，

遠藤隆和，太田静行，大高太郎，大野 淳，大野知多夫，鬼澤伸昌，川崎 晋，川下公嗣，木谷 浩，

金 大景，木村関男，黒木俊一，小島栄司，小嶋秩夫，児玉正碩，小橋二夫，坂本圭久，櫻井武麿，

柵瀬信夫，佐二木順子，柴垣和弘，清水延寿，鈴木和昭，須藤静夫，芹澤和世，高松千秋，竹田美穂，

田代文男，店網秀男，陳 衛民，土谷博道，手塚義博，竇 碩増，長沢善雄，中島崇理，長瀬俊哉，

野中道夫，浜野かおる，林 小八，林 誠，平田忠生，福田賢吾，藤田 清，古橋 真，星川京三，

松尾 勝，松田政広，松本将哉，武藤修一，山田嘉孝，古田勝彦，渡部徳子 中部 石丸盛斌，太田忠之，

久保洋一郎，久保田 真，倉田 亮，河野成実，児島真一，笹山雄一，瀬川 勲，高津 翼，高林政樹，

多々良宗弘，田中浩二，中山照雄，名倉 徹，芳賀 稔，林 留美子，袋谷賢吉，南 亘，宮嶋 晋，

宮本信一，百瀬 修，森 美津雄，森下達雄，若林 清，若林真紀 近畿 秋武 宏，阿武尚彦，伊藤勝夫，

上田進康，魚住香織，太田久夫，久保田尚孝，讃岐田訓，柴生田正樹，清 明広，武田雷介，東丸一仁，

冨岡和子，中村耕司，野村紀通，春田 亮，堀木信男，水田 章，水野兼八郎，村田英明，山本軍次

中国四国 池田武彦，内田和良，楳田 晋，岡村 収，岸岡正伸，熊谷 洋，篠原基之，清水隆夫，

左右田 茜，田中伸和，中川敦史，久 福三，藤石昭生，Plaza Pasten Guido Del Trancit，正木康昭，

松尾由佳，山口勝秀，山田進一，吉川浩二，四ツ橋宏樹，米村進司，脇坂宣尚，Warangkana Sompongse

九州 秋重祐章，明楽隆司，伊元九弥，大谷拓也，小川 晁，小川泰樹，尾上義夫，河村宗郎，

高良治江，佐竹真幸，真田康広，竹野 登，弟子丸 修，西田英明，西ノ首英之，久田安秀，前迫信彦，

松岡陽子，丸山俊朗，三矢泰彦，山根伸一

団 体 ( 9) 岡山大学附属図書館，独国際農林水産業研究センター，滋賀県琵琶湖研究所，

滋賀県立衛生環境センター，静岡大学附属図書館，独水産総合研究センター五島栽培漁業センター，

全国蒲鉾水産加工業協同組合連合会，新潟県水産海洋研究所 佐渡水産技術センター，
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独農業生物系特定産業技術研究機構 畜産草地研究所

賛 助 ( 4) クノール食品株，泰東製鋼株，東洋水産株，中島水産株

外 国 (16 名) Ian Higginbottom, In Monirith, Khoo Gideon, Khan Md. Mukhlesur Rahman, Khoo Gideon, Gao Xin,

Simson Masengi，鈴木 稔，Tunhun Dusadee, Bambang Semedi, Bambamg Sumareono，万 栄，

Muhammad Agus Auprayudi, Mohamed Abdel-Baky Amer, Jacob Aruma Wani，李 栄敦

学 生 (213名) 北海道 阿部拓三，飯田剛史，池田尚聡，市原盛雄，梅澤絵美，奥田律子，川崎琢真，川田健一，

木村賢史，木元 愛，熊谷光倫，齋藤朋子，佐々木 系，塩崎梨絵子，清水孝士，Indy Jeane，城 幹昌，

洲崎暁史，鈴木孝太郎，鈴木治正，鈴木弘子，鈴木浩之，瀬名波絢子，高橋あかり，武井則雄，竹内淳能，

菜畑優樹，西田友貴子，朴 信虎，船越友紀，Minwyelet Mingistzerihun，守屋博美，山瀬智久，山本竜彦°

東北 宇山博人，小川素生，熊谷恵太，佐藤慎也，塩崎一弘，鈴村武仁，高木秀蔵，陶 志華，當舎親典，

新鞍俊寛，野口大毅，堀江 源，堀江啓史，本間裕介，松永智子，依田昌樹 関東 Ahmed Farug，

Akkasit Jongjareonrak，Agung Setiarto°，Adrian Hernandez，池田 薫，石井慎吾，稲田夏来，稲見麻琴，

植木暢彦，上野 明，植松周平，Ooi Ei Lin，大河内雅子，落合亮仁，Caipang Christopher Marlowe，

金子 元，亀井広泰，亀ヶ谷洋子，木内幹子，菊地純哉，金 利，金 信權，熊耳輝丈，越尾波奈子，

小林征洋，駒田朋之，Spaeker Md. Shah Alam，斎藤恵理子，佐藤綾子，佐藤通洋，佐藤佳恵，猿渡悦子，

Santos Mudjekeewis Dalisay，珠玖裕介，鈴木研太，須藤健太，高野倫一，高橋加奈子，多久和 優，

竹之内大樹，谷川篤史，Chainark Pitchya，張 朝輝，陳 昭能，陳 融斌，中庭真基子，中谷恭子，

根本洋樹，Noel Verjan Garcia，橋本朋子，Panigrahi Akshaya，原野良平，潘 相卿，平井 俊，平山 真，

Puangkaew Jumroensri，黄 智妍，馬 涛，松山祐子，三谷曜子°，武藤やよい，元山かん奈，

Md. Khaled Hossain，森田哲朗，安間洋樹，柳瀬一尊，山中大輔，山野上祐介，横山恵美，李 燕燕，

劉 頴，梁 春実，盧 瑛 中部 荒木享介，五十嵐海央，今津涼子，大貫貴清，岡本真樹，小椋洋一，

北野 忠，佐々木裕之，椎名冬樹，鈴木拓也，田中基義，寺内詩都，中島 匠，中田智子，沼田考広，

野原健司，長谷川大輔，畑中佐知子，花井 郁，久積正具 近畿 市川光太郎，大沼良子，工藤利洋，

重村泰毅，田村典江，津高窓加，松田克洋，森川真理，山口千里，横井謙一，渡邉 薫

中国四国 青山大輔，Uscharee Ruangdej，荒巻陽介，池永隆徳°，伊藤克敏，猪原 亮，岩本恵美，

植原達也，加村 聡，神内雅史，鈴木 怜，常次昭吾，仲達宣人，中山健治，橋本美穂，原田孝明，

樋口理人，菱木功至，Moon Soonju，森 亜由美，山本幸弘 九州 Arthur Panganiban，赤瀬 信一郎，

赤松悦子°，安達竜太，Yin Yin Moe，磯部貞佑，植野正行，Md. Shah Alam，Hernandez H. Luis Hector，

小野豪朗，岸野 底，来代勇樹，Mguyen Dung Thiphuong，河野智哉，是則圭吾，佐藤紗弥香，杉下佳之，

高嶋明子，田代和史，田代正義，田中英洋，槌本六秀，永田嗣巳，永田理雄，中村光宏，Kgy Laymithuna，

Nishihara Gragory Naoki，Phyu Phyu Than，平栗良介°，平塚悠治，福嶋久史，本田将雄，

Migao Ma. Shirley Lamberto，三浦勝貴，三宅一徳，Munashinghe Lilani Indika，

Ruttanapornvareesakul Yaowalux，Lota Alcantara （°退会届提出者）


